
















要約

 出生前に超音波断層法にて胎児計測(Biparietal diameter BPD, Femur length FL,

Estimated Fetal Body Weight EFBW)を行った双胎妊娠 109 例中、胎盤の膜性診断がなさ

れた 102 例につき、胎児計測の各パラメータの推移を描出し、双胎の発育曲線を作成した。

その結果、concordant twin (出生体重差<1 O%)では膜性に関わらず双胎児は一定の発育

を示すことが解った。一方、一絨毛膜性の discordant twin (出生体重差>2 5%)では 2nd

trimester 中期より既に Discordancy は認められており、妊娠 3 3 週以降も妊娠が継続可

能の双胎例では small twin においても順調な発育を示す例が多いことが示唆された。


